
Ⅰ 令和２年度 事業報告 
１ 令和２年度 第９回総会の開催 

令和２年度第９回総会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、ホームページに議

案を掲載（成安造形大学のホームページに令和２年６月１８日から７月９日まで掲載）し、会員から

のご意見を受け付けるとともに賛否を問う方法で実施いたしました。 

総会においては、平成３１（令和元）年事業報告案、平成３１（令和元）年度決算報告案、令和２

年度事業計画案、令和２年度予算案などの計６議案が審議され、いずれも役員会提案どおり承認され

ました。第９回総会の議案は、次のとおりです。 
 

 【第９回総会議案】 

  第１号議案 令和元（平成３１）年度 事業報告案 
  第２号議案 令和元（平成３１）年度 決算報告案 
  第３号議案 令和元（平成３１）年度 監査報告案 

第４号議案 令和２・３年度 役員選出案 
第５号議案 令和２年度 事業計画案 

  第６号議案 令和２年度 予算案 
  報告事項１ 名誉顧問の委嘱について  

報告事項２ 令和２年度 新入会員について 
 報告事項３ 本会役員の学校法人京都成安学園理事就任について 

  報告事項４ 本会役員の学校法人京都成安学園特別顧問就任（重任）について 

  報告事項５ 本会名誉顧問の死去に伴う退任について 

  報告事項６ 学校法人京都成安学園創立１００周年記念事業の延期について 

 

２ 聚英会会報 第９号の発行 

本会の会報「聚英会会報」第９号を、他の団体の会報とともに、京都成安学園 学園報『SEIAN』

（Vol.8）に合冊して発行いたしました。 

会報では、令和２年度 第９回総会報告、本会独自財源の保有に向けた寄付金募集のお礼とお願い、

学園創立１００周年記念事業への協力依頼などを掲載いたしました。 
なお、総会議案の詳細につきましては、別刷版として会報とともに会員の皆様にお届けいたしまし

た。 
 
３ 会員親睦行事 

  令和２年度の会員親睦行事は、新型コロナウイルス感染症の収束の見とおしが立たないことから、

開催を中止いたしました。 
 
 

Ⅱ 令和２年度 決算報告 
 別表 1「令和２年度 決算書」のとおり。 
 
 

Ⅲ 令和２年度 監査報告 
 別表 2「令和２年度 監査報告書」のとおり。 
 
 



Ⅳ 令和３年度 事業計画 
１ 令和３年度 第１０回 総会の開催 

本会の令和３年度 第１０回総会は、令和２年度と同様に新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止への対応のため、議案をホームページに掲載し、会員からのご意見を受け付けるとともに賛否を問

う方法で実施いたしました。 
役員会で承認した議案を、成安造形大のホームページに掲載いたしました。  

 【第１０回総会議案】 

  第１号議案 令和２年度 事業報告案 
  第２号議案 令和２年度 決算報告案 
  第３号議案 令和２年度 監査報告案 

第４号議案 令和３年度 事業計画案 
  第５号議案 令和３年度 予算案 

報告事項１ 令和３年度 新入会員について 
 報告事項２ 本会役員の学校法人京都成安学園監事就任について 

  報告事項３ 本会役員の学校法人京都成安学園特別顧問就任（重任）について 

  報告事項４ 学校法人京都成安学園創立１００周年記念事業について 

 

２ 本会独自財源の保有に向けた寄付金の募集 

本会は会費制を採用していないため独自の財源がなく、慶弔時などに本会としての意を表すること

ができないなど、本会の活動遂行上、支障が生じています。そのため、引き続いて、寄付金の募集を

行います。募集は、会報の送付時に会員に対して振込用紙等を封入して、募ることとします。 
 
 【寄付金募集要項】 

  ・寄付金額 １口 １，０００円 ※口数指定なし 

  ・募集方法 会報第７号とともに寄付金募集依頼文と振込用紙を会員宛に送付 
 
 【寄付金の使途】 

本会会則の規定に従い、本会の運営経費に充当します。 

 

３ 会員親睦行事の開催中止 

 本年度の会員親睦行事は、新型コロナウイルス感染症の収束の見とおしが立たないことから、誠に

残念ではございますが開催を中止いたします。 

 

４ 京都成安学園創立１００周年記念事業関連企画「聚英会展」の開催について 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、令和２年度の開催を延期いたしました本会主

催の記念展覧会「聚英会展」を下記のとおり開催いたします。 
 
 【開催要項】 

    ⑴ 展覧会名 

    京都成安学園創立１００周年記念事業関連企画「聚英会展」 

  ⑵ 会期 

    令和２年９月２１日（火）から１０月２日（土）まで 日・月曜日・祝日 
    午前１１時から午後５時まで 
  ⑶ 搬入 
    令和３年９月１６日（木）から２０日（月） 
  ⑷ 搬出 
    令和３年１０月２日（土）展示終了後から１０月４日（月） 



  ⑸ 会場 
    成安造形大学「キャンバスが美術館」ライトギャラリー 
  ⑹ 主催等 
    主催 京都成安学園役員・教職員同窓会 聚英会 
       協力 成安造形大学 
 

５ 聚英会会報 第１０号の発行について 

本会の会報「聚英会会報」第１０号を、他の団体の会報とともに、京都成安学園 学園報『SEIAN』

（Vol.9）に合冊して発行いたします。 

・発行日  令和３年９月１日予定 
・掲載記事 令和３年度 第１０回総会報告（詳細は別刷版を作成）、学園創立１００周年記念展覧

会開催告知、本会への寄付のお願いほか 
 
６ 京都成安学園創立１００周年記念事業への協力について 

  令和２年度に実施を計画していた学校法人京都成安学園創立１００周年記念事業については、世界

的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大の収束が見通せない状況にあるため、また、国内外にお

いて甚大な人的・経済的被害が生じていることに鑑み、一部を除いて、その実施を令和３年度に延

期することとなりました。 

   ⑴ 成安造形大学「キャンパスが美術館」記念展覧会 

       学園創立 100 周年記念展覧会 ※日程は変更となる場合があります。 
         ・夏の芸術月間 セイアンアーツアテンション 13 令和 3 年 7 月 13 日(火)～8 月 6 日(金) 

・秋の芸術月間 セイアンアーツアテンション 14  令和 3 年 10 月 19 日(火)～11 月 3 日(水) 
 

   ⑵ ホームカミングデー 

    中止いたします。 

 

⑶ 学校法人京都成安学園創立 100 周年記念式典・レセプション 

    中止いたします。 
 
  ⑷ 寄付金募集事業【予定どおり開始し期間を延長】 

   ⒜ 寄付金募集事業の概要 
・募集目的  
学校法人京都成安学園創立 100 周年記念事業として実施する大学クリエイティブキャンパス

計画のうち新館建設事業（クリエイティブキャンパス計画総事業費 5億円）、幼稚園園舎建替

事業（総事業費 2億円）の実施 
    ・寄付金募集目標額 
        1億円（90 周年時の寄付金額は約 5千万円） 
       ・募集期間 
     当初の募集期間は令和 2 年 4 月 2 日日から令和 3 年 3 月 31 日まででしたが、記念事業の延

期に伴い、令和 4 年 3 月 31 日まで延長されました。 
   ⒝ 寄付金募集組織 
     学校法人京都成安学園創立 100 周年記念事業寄付金募集委員会 
     委員長 小林徹（理事長）、委員長代理 岩本洋子（理事） 
   ⒞ 協力内容 
    ・本会会長の寄付金募集委員会副委員長就任（就任済み）と寄付金の呼び掛け 
 
 



  ⑸ 寄付金充当事業 成安造形大学クリエイティブキャンパス計画【大学施設整備事業】 

    新棟の建設は当面の間、見送ることとなりました。なお、大学エントランス部の改修工事と作品

設置事業は、令和 3 年度に実施いたします。 
 
  ⑹ 寄付金充当事業 成安幼稚園遊戯棟等建替事業【幼稚園施設整備事業】 

    予定どおり実施しています。 
 
 

Ⅴ 令和３年度 予算 
 別表 3「令和３年度 予算書」のとおり。 
 
 

Ⅵ 報告 
１ 令和３年度 新入会員について 
 

  次の方々が、新たに本会の会員となられましたのでご報告いたします。 
  

・小澤    園氏【大学 専任事務職員・会員資格：令和３年１月１日】 
 令和２年１２月３１日 依願退職 
 

・岸田  保氏【大学 専任教育職員・会員資格：令和３年４月１日】 
令和３年３月３１日 依願退職 

 
 
２ 本会役員の学校法人京都成安学園監事就任について 
 

令和３年４月１日付けで、本会役員（幹事）の藤野一郎氏が学校法人京都成安学園監事に就任いた

しました。任期は、令和７年３月３１日までの４年間です。 

 

 

３ 本会役員の学校法人京都成安学園特別顧問就任（重任）について 
 

令和３年４月１日付けで、草木輝子本会副会長が、学校法人京都成安学園特別顧問に就任（重任）

いたしました。任期は、令和４年３月３１日までの１年間です。 

 

 

４ 本会役員の学校法人京都成安学園評議員就任について【追加報告】 
 

令和３年５月２９日付けで、本会副会長の辻喜代治氏が学校法人京都成安学園評議員に就任いたし

ました。任期は、令和６年５月２８日までの３年間です。 

 

 


